
   おくいずもＵ・Ｉターン応援金交付要綱 

令 和 ６ 年 １ ０ 月 １ 日 

奥出雲町告示第１７９号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、おくいずも暮らしサポートセンター（以下「センター」とい

う。）の登録者が奥出雲町にＵ・Ｉターンする際の初期費用の負担を軽減するこ

とにより、若者の移住定住の促進及び人口減少の抑制を図るため、予算の範囲内

において応援金を交付するものとし、奥出雲町補助金交付規則（平成１７年奥出

雲町規則第４２号）に規定するもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、「Ｕ・I ターン」とは、次の各号のいずれかに該当す

る者（外国人住民にあっては、出入国管理及び難民認定法（昭和２６年政令第 

３１９号）別表第２の上欄に定める永住者の在留資格又は日本国との平和条約に

基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法（平成３年法律第

７１号）第３条に定める特別永住者の資格をもって記録される場合に限る。）で

あって、奥出雲町を生活の拠点にする意思をもって転入及び居住することをいう。 

ただし、転勤、福祉施設への入所、医療施設への入院等による一時的な転出及び

町外での居住はこの限りではない。 

 ⑴ 奥出雲町に転入する直前に連続して３年以上町外に住所を有していた者 

 ⑵ 学生等であって、進学により町外に概ね１年以上住所を有していた者又は

奥出雲町に住所を有したまま町外に居住していた者で町外の居住を証する

書類を提出できる者 

（交付対象者） 

第３条 応援金の交付の対象となる者（以下「交付対象者」という。）は、次の各

号に掲げる全てに該当する者とする。 

⑴ 令和６年１０月１日以降におくいずも暮らしサポートセンターに登録し、か

つ、同日以降に奥出雲町にＵ・Ｉターンした者 

⑵ 第５条に規定する交付申請時において次のいずれかに該当する者 

ア 応援金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）が独身者に

あっては、申請者の年齢が３９歳以下の者 

イ 申請者が夫婦世帯にあっては、申請者又は配偶者の年齢が３９歳以下の者。



ただし、１８歳以下の子を養育し、かつ、同居している場合はこの限りでな

い。 

 ⑶ 応援金の交付の決定を受けた日から５年以上定住する意思のある者 

 ⑷ 転勤等又は町内の高等学校若しくは専門学校への入学による一時的な転入、

福祉施設への入所、医療施設への入院等を主な目的とした転入でない者 

 ⑸ 同一世帯に属する者全員が町税等の滞納がない者 

 ⑹ 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）の規定による扶助を受けていない

者 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者については、交付

対象者としないものとする。 

⑴ 本人又は世帯構成員が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平

成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員又は暴力団員と密接な

関係を有する者 

⑵ 前号のほか、この告示による応援金の目的に反すると町長が認める者 

（応援金の額等） 

第４条 応援金の額は、次の各号に掲げるとおりとする。 

⑴ 第３条第１項第２号アに該当する者 １０万円 

⑵ 第３条第１項第２号イに該当する者 ２０万円 

２ 応援金の交付回数は、申請者の属する同一世帯に対し、１回限りとする。 

 （交付申請及び請求） 

第５条 申請者は、おくいずもＵ・Ｉターン応援金交付申請書兼請求書（様式第１

号）に誓約書（様式第２号）及び必要書類を添えて町長に提出しなければならな

い。 

（交付決定等） 

第６条 町長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、応援

金の交付が適当であると認めたときは、おくいずもＵ・Ｉターン応援金交付決定

（却下）通知書（様式第３号）により、申請者に通知するものとする。 

２ 町長は、前項の規定による交付の決定をしたときは、速やかに応援金を交付す

るものとする。 

（交付決定の取消し） 

第７条 町長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、交



付決定を取り消すことができる。ただし、災害等本人の責によらない事由により

町長がやむを得ない事情と認めたときはこの限りでない。 

⑴ 第３条に規定する交付対象者の要件を満たしていないことが明らかになった

とき。 

⑵ 第６条に規定する応援金の交付の決定を受けた日から５年以内に申請者（夫

婦世帯にあっては申請者、配偶者及び養育する子の全員）が転出または町外に

居住を移したとき。 

⑶ 偽りその他不正な手段により応援金の交付決定又は交付を受けたとき。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、町長が不適当と認める事由が生じたとき。 

２ 町長は、交付決定の取消を決定したときは、おくいずもＵ・Ｉターン応援金取

消通知書（様式第４号）により、交付決定者に通知するものとする。 

（応援金の返還） 

第８条 町長は、前条の規定により交付決定の取消しを行った場合において、既に

応援金が交付されているときは、おくいずもＵ・Ｉターン応援金返還命令書（様

式第５号）により、当該交付した応援金の全部又は一部の返還を命ずるものとす

る。 

２ 前項の規定により応援金の返還の命令を受けた者は、当該応援金を町長が定め

る期限までに返還しなければならない。 

 （居住状況報告） 

第９条 交付決定者は、第６条に規定する応援金の交付の決定を受けた日から５年

を経過するまでの間、おくいずもＵ・Ｉターン応援金居住状況報告書（様式第６

号）により、毎年度、町長に居住状況に関する報告をするものとする。 

 （交付申請及び請求の権利） 

第１０条 応援金の交付申請及び請求ができる権利は、その権利を得た日から１年

間行使しない場合は、消滅する。 

２ 前項に規定する権利を得た日とは、次の各号に掲げるとおりとする。 

 ⑴ 奥出雲町に転入する直前に連続して３年以上町外に住所を有していた者 奥

出雲町を住所地として住民基本台帳に記録された日 

 ⑵ 学生等であって奥出雲町に住所を有したまま町外に居住していた者 町内の

住所地に生活の拠点を移した日 

 （委任） 



第１１条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和６年１０月１日から施行する。 


